これは「表題」です
単に中央寄せをしたい場合のために

「center」というスタイルもあります

1. 見出し１です

　まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。まず何か書き出しの文章があったとしましょう。

1.1. 見出し２です

　説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています
。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。

(1)
a.
例文です。「例」のボタンです。スタイル名は「ex」です。

b.
This is an example.



this is word-by-word gloss　「gloss」のボタンです。スタイル名も「gloss」です。


'Translation should be in "ex" style.'

説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。

(1)

「tree」というスタイルにすると、次の段落との間に改頁が入りません。



ただし、その段落の途中での改頁はありえます。



「図」のボタンです。



大きめの図とその見出しの場合などにも活用できるでしょう。

1.1.1. 見出し３です

　説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。説明が続いています。

(1)
a.
Kore-wa  nihongo-no    reibun desu.



this-top  Japanese-gen  example-copula


'This is an example in Japanese.'


b.
Kore-wa nihongo-no  reibun desu.



this-top  Japanese-gen  example-copula


'This is an example in Japanese.'
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� 注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。注の本文です。


(i)	a.	注の中の例です。ボタンは「注例」です。スタイル名は「note-ex」です。


	b.	注の中の例です。


「脚注」というスタイルでは、上方に空きを指定しているので、それがほしくない場合には「注継続」を押してください。スタイル名は「more-note」です。
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